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一念通天（いちねんつうてん）

校長 岩元 邦俊

新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いします。

年末年始はどのように過ごされましたか？私は，夫婦二人でのんびりと過ごしました。長女は福岡でイベ

ントの準備・運営で帰省せず，二女は帰省しましたが特に何もなく，三女は年末から東京で推しのイベント

に，（今年は二十歳の祝いなんですが…。親は気合い十分でしたが，当の本人があまりその気もなく，あっ

さりと…）

令和６年のスタートは，辛いニュースが流れました。元日の夕方４時過ぎに石川県を震源地とした令和６

年能登半島地震が発生し，多くの家屋の倒壊や２００人以上の方がお亡くなりになったり，怪我をされたり，

未だ行方不明の方も多数いらっしゃいます。２日には，羽田空港でＪＡＬの航空機と海上保安庁の航空機が

衝突，炎上し，５名の海上保安官がお亡くなりになりました。海上保安庁の航空機は，石川県の被災地への

救援物資を新潟の基地へ輸送する任務にあたっていたとのこと。大変残念でなりません。被災によってお亡

くなりになった方，海上保安官５名の方のご冥福を祈ると共に被災され，今も避難所生活を余儀なくされて

いる方に心よりお見舞い申し上げ，１日も早い復旧を願っております。

年始に当たり，何かいい言葉はないかといろいろ見ていたら，この言葉が目にとまりました。

「一念通天」，「強い決意をもって努力しつづければ，必ず成し遂げることができる」という意味をもつ四字

熟語です。 「一念」は「強い決意」，「通天」は「天に届くこと」という意味があります。 「努力し続けれ

ば，必ず成就する」という言葉と，よく似ていますよね。

さて，２０２４年，令和６年がスタートしました。今年は，辰年です。

辰年はどんな年になるのでしょうか？2024年は甲辰（きのえたつ）です。

陰陽五行説によると「甲」は草木の成長を表す意味があり，植物が成長するようにどんどん勢いを増して増

えていくという意味があります。

そのため2024年辰年は，昨年まで努力してきたことが実を結んで成就する年になるとのことです。また，

辰年にさらなる努力をすることで，成功にスピード感をもって近づける年となるそうです。

2023年卯年は準備の年でしたが，2024年はその準備した結果が実を結ぶ年となるそうです。

2024年は，ますます新しい技術（AIを活用した家電・ロボットなど）が普及し，また世界中の人がパリオ

リンピック（7～8月開催）で交流できるような年になるのではないでしょうか。

三学期は一年の総まとめの学期，一・二学期で頑張ったことを結実させる学期です。今できていないこと

が少しでもできるように，できていることはより深くできるように頑張っていきましょう。１，２年生は次

の学年への準備を，３年生はいよいよ受験がスタート。自分の将来や次へのステップに頑張ってください。

保護者の皆様，地域の皆様，内之浦中学校を今年もよろしくお願いします。

１月９日（火）に，３学期始業式が実施されました。校長先生からの３学期に向

けての心構えや各学年代表の決意の言葉が述べられました。３年生の横山直人さん

からは，「３学期は，次学年の準備期間とともに０学期だ。」という言葉があり，生

徒に響いていると感じています。今年度を良い形で締めくくってほしいです。

第３学期始業式が実施されました。

６月５日 大隅スマートエネルギー会社様から，本の寄贈がありました。主に環境に
関する本が中心で，未来に向けて興味深い本がたくさんありました。早速，
図書室に展示させて頂きました。これから本を読んで，生徒の考えがどのよ
うに変化するのか楽しみです。寄贈をして頂き，ありがとうございました。

大隅スマートエネルギー会社様から本の寄贈がありました。（御礼）
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【講義の様子】 【教室内】 【生徒の様子】

「いのちの大切さ」について学ぶことができました。（２年生）

１２月２０日（水）にがん教育の一貫で「いのちの授業」を実施しました。講師には，
鹿屋医療センターより看護師「西小野 美咲」様にお越しいただきました。たくさんの経
験から感じたことを生徒たちは，聴くことができました。
生徒の感想の中には，「西小野先生のように，自分以外の人のために必死に考えたり，勉

強したりできるかっこいい大人になりたいです。」や「身近な人が，がんになってしまった
とき，『ありえない』という気持ちでしたが，授業を受けて『落ち込むより，たくさん喋っ
てたくさん笑い合いたい』と思います」といった感想が寄せられました。
今回の授業を受けて，病気になっても「前向きに生きる」大切さを生徒たちは，学ぶこ

とができたと思います。今後の学校生活に生かされると良いです。

【講話の様子】 【教室内】 【生徒の学ぶ様子】

血液の役割について知ることができました。（３年生）

１２月１３日（水）に血液教室が実施されました。講師として，学校薬剤師の「田中
宏之」先生をお招きして，血液の役割や病気・献血について理解を深めることができまし
た。その中で，生徒たちは特に献血の大切さを実感できたようでした。
生徒の感想として，「献血はどのようにして人に届いているのか，どのくらいの人が必要

としているのかが分かりました。『誰でもできる社会貢献』を私もしてみたいと思います。」
といった感想が寄せられました。「誰でもできる社会貢献」という言葉を大事にし，最初の
１歩を踏み出してほしいと思います。


